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研究成果の概要（和文）：難治てんかん患者の脳内脳波記録への数理モデルの適用や、手術病理標本の解析、動
物実験などを通じ、てんかん焦点の脳波バイオマーカーとしてのActive ictal DC shiftsの存在を確立し、てん
かん発作における、 神経細胞, 能動的グリア, 受動的グリアの３成分、特に前２者の重要性を明らかにした。
また、てんかん発作前状態ではred slow（低周波数帯域活動と高周波律動の共起）がactive DC電位の領域に一
致することを明らかにした。一方で、頭皮上脳波での記録の実証により、Active ictal DC shifts、Red slowの
バイオマーカーとしての汎用性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We developed the concept of "Active DC shifts" as the Electrocorticogram
(ECoG) biomarker of epileptic focus through the application of mathematical model on ECoG, 
multi-institutional analysis of surgical specimen, or animal model. We revealed the importance of 
neuron and glial cells in epileptic seizure generation. We clarified that the "red slow", the 
co-occurrence of slow wave and high frequency oscillation, was observed in the same areas where 
active DC shifts were recorded. On the other hand, we showed the versatility of these biomarker 
(active DC shifts and red slow) for the scalp-recorded electroencephalogram. 

研究分野： てんかん学、神経生理学

キーワード： Active DC shifts　Red slow

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で明らかにされたActive ictal DC shiftsやRed slowなどの新規のてんかん焦点の生理バイオマーカーを
臨床に応用することで、難治てんかん患者に対するてんかん焦点切除術に際して、術前のてんかん焦点同定に役
立ち、手術成績の向上に寄与しうる。また、本研究を通じ明らかにされたグリア細胞のてんかん発作における重
要性から、グリア細胞が今後の抗てんかん薬の創薬のターゲットになりうることが示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 ヒト脳には、様々な発振現象や共振現象がみられる。ミクロなレベルではニューロン内でのカ
ルシウムイオンや膜電位、ネットワークレベルでは活動電位や局所フィールド電位、マクロなレ
ベルでは頭蓋上から記録される脳波などにこのような発振現象が観察される。生体は、これらの
発振現象をうまく制御することにより正常な機能を果たしていると考えられる。 
てんかんなどの様々な神経疾患において、正常な発振現象の破綻や、異常な発振現象の出現が

知られている。また、発振現象への介入・制御が病気の治療につながることが、パーキンソン病
における脳深部刺激療法などで示されてきた。 
このような生体における様々な発振現象を探索することが、神経疾患の病態理解や、発振現象

の基盤にある生体の性質の理解、および新たな治療法開発に有用であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、ヒト（患者）の脳活動を直接（侵襲的）記録し、正常・てんかん病態下の多次元・

多階層の新規発振現象の探索ならびに発振現象の数理的理解による異常発振の介入と制御機構
の解明を目的とした。 
具体的には、以下に述べる。てんかん脳波における Active ictal DC shifts、red slow の概念の

確立を目指し、頭皮上脳波での active ictal DC shifts、red slow、HFO 記録の実証と時定数設
定の制限因子を明らかにしようとした。 
高次脳機能を担う脳内ネットワークの機能的結合様式、およびてんかん病態下のネットワー

クレベルの変容について解明をめざした。 
定間隔の刺激に対するヒト脳の背景活動を検証した。 
有機リンによるラットの慢性てんかん発症モデル作成を試みた。 
小児てんかんにおける高周波振動 (HFO)の、てんかん性脳症における病態への関与の解明を

試みた。 
定位頭蓋内電極によるてんかん原性領域検索、脳機能評価法の導入及び、言語・記憶機能の周

術期評価法開発を試みた。 
 
３．研究の方法 
 難治てんかん患者の脳内電極記録脳波（硬膜下電極および深部電極）・頭皮上脳波記録を行っ
た。同領域内の数理グループ(B 班)と共同し、得られたてんかん発作時の脳波データに対して、
数理モデルの適用を行い、てんかん発作のモデル化を進めた。てんかん焦点の病理学的検索（ア
ストロサイトの Kir4.1 チャンネル発現など）を多施設共同研究として行った。げっ歯類の動物
てんかんモデル（急性ピロカルピン発作モデル、および慢性発作モデル）を作成し、てんかん発
作時の脳波記録を行った。高次脳機能の周術期評価の確立や、高次脳機能を担う脳内ネットワー
クの機能的結合様式の解明のため、脳内電極留置中の難治てんかん患者において、言語などの高
次脳機能の評価課題遂行中の脳波や、皮質・皮質間誘発電位を記録・解析した。 
 
４．研究成果 
難治てんかん患者での active DC 電位の発生源が真のてんかん焦点を反映することを多施設共

同研究での手術結果との相関から明らかにできた。active DC 電位の発生源でのみ切除標本の病
例学的検索でアストロサイトの Kir4.1 チャンネルの選択的低下を実証できた。急性のピロカル
ピン発作モデルとその慢期の慢性モデルの差異から、HFO に先行する active DC 電位を慢性動物
モデルで証明できた。また急性発作では HFO に後続する passive DC 電位を証明できた。B03 班
(津田班) ・A05 班(行木)との共同研究は「active DC 電位を HFO の関連の時系列的作動性を明
らかにした」。B03（北野班）と「transfer entropy の解析で明瞭に ictal DC shifts が ictal 
HFO に先行した」。A05 班(上田)とは「数理モデルから active DC 電位の発現機構と電気的印可
のモデルからその治療的方策を検討できた」。以上から、てんかん発作では、 神経細胞, 能動的
グリア, 受動的グリアの３成分特に前２者の重要性が明らかにされた。 
発作前状態では red slow（slow と HFO の共起）が active DC 電位の領域に一致することを難

治てんかん患者の脳内電極からの記録で明らかにした。B03 班(津田班) ・A05 班(行木)との共同
研究では、red slow の存在、発作への遷移過程を数理解析から明らかにした。頭皮上脳波での
記録の実証と、時定数２秒での有用性を明らかにして、前述研究１,2 の結果の汎用性と拡充を
明らかにした。 
ヒューマンネーチャーの礎の高次機能や睡眠、そしててんかん病態を、マクロスケールのネッ

トワークレベルの共振現象で明らかにした。同時に皮質の興奮・抑制バランスの破綻がかかわる
てんかん病態を外的刺激介入により改善できる可能性を、neuromodulation による治療開発の可
能性が示唆された。 
誘発反応における加算波形の刺激前一定間隔を基準するのみでなく、記時時間全体を基準とす

る新しい方法を確立した。 
小児期の良性部分(自然終息性焦点)てんかんをはじめとする睡眠中に棘波が増強する一連の病

型において、睡眠時持続性棘徐波を示すてんかん性では特に HFO が強く年齢依存性に出現し、認
知・行動の異常に関わることが示された。 
定位頭蓋内電極留置を 4 例の患者に対して実施し本手法が適する症例の特徴を抽出し、学会や



論文で発表した。意味処理に関連すると考えられる前頭葉及び側頭葉の結合性について詳細に
評価し論文に掲載した。 
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 １．著者名

10.1016/j.cortex.2014.11.008

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Neural correlates of mirth and laughter: a direct electrical cortical stimulation study.

Cortex 134-140

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yamao Y, Matsumoto R, Kunieda T, Shibata S, Shimotake A, Kikuchi T, Satow T, Mikuni N, Fukuyama
H, Ikeda A, Miyamoto S.

66
 １．著者名



2015年

2015年

2015年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1016/j.braindev.2015.05.003

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Occurrence of bilaterally independent epileptic spasms after a corpus callosotomy in West
syndrome.

Brain Dev 132-135

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Kobayashi K, Endoh F, Toda Y, Oka M, Baba H, Ohtsuka Y, Yoshinaga H. 38(1)

 １．著者名

http://doi.org/10.1589/rika.30.21

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
傾斜外乱時におけるラット動的姿勢調節の特徴

理学療法科学 21-27

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
佐々木 健史, 長峯 隆, 小塚 直樹, 松山 清治 30 (1)

 １．著者名

10.1162/jocn_a_00718

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Modulation of alpha activity in the parieto-occipital area by distractors during a visuospatial
working memory task: a magnetoencephalographic study.

J Cogn Neurosci 453-463

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ichihara-Takeda, S., Yazawa, S., Murahara, T., Toyoshima, T., Shinozaki, J., Ishiguro, M.,
Shiraishi, H., Ikeda, N., Matsuyama, K., Funahashi, S., Nagamine, T.

27
 １．著者名

10.1126/science.aab3825

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Function of the nucleus accumbens in motor control during recovery after spinal cord injury.

Science 98-101

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Sawada, M., Kato, K., Kunieda, T., Mikuni, N., Miyamoto, S., Onoe, H., Isa, T. and Nishimura,
Y.

350(6256)
 １．著者名



2016年

2015年

2015年

2015年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
病巣を見る、Double Inversion Recovery法

Clinical neuroscience 687-690

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
岡田知久、金柿光憲、池田昭夫 33

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
高齢者てんかん診療の現況

日本老年医学雑誌 102-114

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
宇佐美清英、池田昭夫 52

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
てんかん

臨床雑誌　内科 1235-1240

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
中谷光良、池田昭夫 115

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
くすぶり型辺縁系脳炎と自律神経

神経内科 56-61

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
武山博文、松本理器、池田昭夫 84(1)

 １．著者名



2015年

2015年

2015年

2015年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
アストロサイトによる空間的カリウム緩衝機構とてんかん病態、[基礎]

最新医学 1023－1030

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
金星匡人 70(6)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
21世紀のてんかん医療の多様性：基礎から臨床まで、序論

最新医学 1009-1010

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
池田昭夫 70(6)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
システム神経科学とてんかんの接点

最新医学 1051-1060

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
松本理器、國枝武治、池田昭夫 70(6)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
カタトニーは不随意運動か？「No」の立場から

Frontiers in Parkinson Disease 18-20

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
櫻井健世、人見健文、池田昭夫 8

 １．著者名



2015年

2015年

2015年

2015年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
てんかん病態下の脳内ネットワーク

Clinical Neuroscience 713-716

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
十川純平、松本理器、池田昭夫 34(5)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Medical Practice

進歩した神経内科疾患の実地診療　てんかん 931-935

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
藤井大樹、池田昭夫 32

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
日本臨床神経生理学会ペーパレス脳波の記録・判読指針小委員会：デジタル脳波の記録・判読指針

臨床神経生理学 22-62

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
池田昭夫、赤松直樹、小林勝弘、酒田あゆみ、末永和榮、飛松省三、橋本修治、松浦雅人 43

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
EMUの整備と課題

Epilepsy 23-28

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
池田昭夫、松本理器、國枝武治 9(1)

 １．著者名



2016年

2016年

2015年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
てんかん治療ガイドライン2010

BRAIN NURSING 41-45

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
井上岳司、池田昭夫 11

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
思春期・成人発症てんかんの治療 (特集 てんかん : 基礎・臨床研究の最新知見)

日本臨床 853-858

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
井上岳司、松本理器、池田昭夫 72

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
てんかん外科における術前皮質・白質機能マッピング（特集：神経生理最前線）

最新精神医学 印刷中

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
松本理器、下竹昭寛、山尾幸広、國枝武治 21(2)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
皮質電気刺激によるヒト脳機能ネットワークの探索

脳神経外科速報 印刷中

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
山尾幸広、國枝武治、松本理器 25(5)

 １．著者名



2016年

2015年

2015年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
てんかん診療を考える、正しい診断と治療のために

クレデンシャル 5-12

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
池田昭夫 88

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
発作時DC電位の実際の記録・解析、特集「てんかん性wide-band EEGの記録と解析のコンセンサスへ:DC電
位(緩電位)と高周波振動(HFO)」

臨床神経生理学 489-496

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
金澤恭子、池田昭夫 43(6)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
てんかん性DC電位(緩電位):総論、特集「てんかん性wide-band EEGの記録と解析のコンセンサスへ:DC電位
(緩電位)と高周波振動(HFO)」

臨床神経生理学 482-488

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
池田昭夫 43(6)

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
てんかん発作の発現機構:red slow はあるか?

脳神経外科ジャーナル 128-136

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
池田昭夫 25(2)

 １．著者名



2016年

〔学会発表〕　計352件（うち招待講演　121件／うち国際学会　100件）

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

16th Asian Oceanian Congress Of Neurology（国際学会）

31st International Congress of Clinical Neurophysiology（国際学会）

the 12th Asian&Oseanian Epilepsy Congress（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Masaya Togo, Riki Matsumoto*, Akihiro Shimotake, Tamaki Kobayashi, Takayuki Kikuchi, Kazumichi Yoshida, Takeharu Kunieda,
Susumu Miyamoto, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

Tomohiko Murai, Takehumi Hitomi, Riki Matsumoto* , Yuki Kawamura, Masutaro Kanda, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

The role of the insula in Sense of Agency: supportive data from neurosurgical cases

Role of the premotor and precentral negative motor area in praxis: a direct electrical stimulation study with behavioral
analysis

Scalp-EEG could record both ictal DC shift and HFO even with time constant 2 sec: a case report

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Tamaki Kobayashi, Riki Matsumoto, Akihiro Shimotake, Masaya Togo, Yoshiki Arakawa, Yukihiro Yamao, Takayuki Kikuchi,
Kazumichi Yoshida, Akio Ikeda, Shiro Yano, Takaki Maeda, Hiroshi Imamizu, Susumu Miyamoto

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
「これからのてんかん医療～ペランパネルへの期待～」

クリニシアン 印刷中

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
藤井大樹、池田昭夫 649

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

the 12th Asian&Oseanian Epilepsy Congress（国際学会）

the 12th Asian&Oseanian Epilepsy Congress（国際学会）

the 12th Asian&Oseanian Epilepsy Congress（国際学会）

the 12th Asian&Oseanian Epilepsy Congress（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Masaya Togo, Takehumi Hitomi,  Tomohiko Murai,  Hajime Yoshimura,  Masao Matsuhashi,  Riki Matsumoto*,  Michi Kawamoto,
Nobuyuki Kohara, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

Shuichiro Neshige, Kazuki Oi, Katsuya Kobayashi, Takefumi Hitomi, Akihiro Shimotake, Daiki Fujii, Riki Matsumoto*, Shuhei
Kasama, Masutaro Kanda, Yoshiaki Wada, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda.

Shuichiro Neshige, Katsuya Kobayashi, Masao Matsuhashi, Akihiro Shimotake, Takehumi Hitomi, Takayuki Kikuchi, Kazumichi
Yoshida, Takeharu Kunieda, Riki Matsumoto*, Ryosuke Takahashi, Susumu Miyamoto, Hirofumi Maruyama, Akio Ikeda.

Takefumi Hitomi,  Katsuya Kobayashi, Takeyo Sakurai, Tomohiko Murai, Shamima Sultana, Masako Kinoshita, Akihiro Shimotake,
Riki Matsumoto*, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ３．学会等名

Clinico- electrophysiological impacts of small dosage of perampanel on patients with refractory cortical myoclonus: a case
series study

Rational cortical mapping algorithm for epilepsy surgery: non-stimuli, multi-intrinsic brain activities without cortical
stimulation

A homozygotic mutation with severe benign adult familial myoclonus epilepsy (BAFME)

Short “infraslow” activity with burst suppression in acute anoxic encephalopathy: a rare, specific ominous sign with acute
post-hypoxic myoclonus or acute symptomatic seizure



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

the 12th Asian&Oseanian Epilepsy Congress（国際学会）

the 12th Asian&Oseanian Epilepsy Congress（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

31st International Congress of Clinical Neurophysiology（国際学会）

31st International Congress of Clinical Neurophysiology（国際学会）

Kei Sato, Takehumi Hitomi, Masao Matsuhashi,  Katsuya Kobayashi,  Akihiro Shimotake, Akira Kuzuya, Ayae Kinoshita, Riki
Matsumoto*,  Hiroshi Shibasaki,  Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

Takefumi Hitomi, Katsuya Kobayashi, Shuichiro Neshige, Shamima Sultana, Kei Sato, Kosuke Tanioka, Akihiro Shimotake, Riki
Matsmoto*, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

Shunsuke Kajikawa, Katsuya Kobayashi, Masako Daifu, Masao Matsuhashi, Takefumi Hitomi, Yukihiro Yamao, Takayuki Kikuchi,
Kazumichi Yoshida, Takeharu Kunieda, Riki Matumoto*, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

 ３．学会等名

Diagnosis of dementia and subtype classification by digital EEG: is it also endorsed by automatic EEG analysis?

Temporal change of electroencephalogram in benign adult familial myoclonus epilepsy (BAFME)

Ictal direct current shifts can be intracranially recorded even with time constant 2 seconds

Visuospatial processing load enhance the brain activity associated with motor preparation

 １．発表者名
Tomoyuki Fumuro, Masao Matsuhashi, Takehumi Hitomi,  Riki Matsumoto*,  Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda
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16th Asian Oceanian Congress Of Neurology（国際学会）

第41回神経科学大会

Mitsuhiro Sakamoto, Riki Matsumoto*,  Junpei Togawa, Hirohumi Takeyama, Yuichiro Hashi,  Katsuya Kobayashi,  Akihiro
Shimotake, Frank Leypoldt, Klaus- Peter Wandinger, Takayuki Kondo, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

Masaya Togo, Riki Matsumoto*, Takuro Nakae, Hirohumi Takeyama, Katsuya Kobayashi, Kiyohide Usami, Akihiro Shimotake,
Takayuki Kikuchi, Kazumichi Yoshida, Takeharu Kunieda, Susumu Miyamoto, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

Shunsuke Kajikawa, Katsuya Kobayashi, Masako Daifu,  Masao Matsuhashi, Takefumi Hitomi,  Yukihiro Yamao,  Takayuki Kikuchi,
Kazumichi Yoshida,   Takeharu Kunieda, Riki Matumoto*, Ryosuke Takahashi,  Akio Ikeda

Shunsuke Kajikawa, Katsuya Kobayashi,  Masako Daifu,   Masao Matsuhashi,  Takefumi Hitomi,  Yukihiro Yamao,  Takayuki
Kikuchi,  Kazumichi Yoshida, Takeharu Kunieda, Riki  Matumoto*,  Ryosuke Takahashi,

第41回神経科学大会

第59回日本神経学会学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Revised Diagonositc algorithm for autoimmune epilepsy without antibody testing: its proposal and validation with a
restrospective cohort

Human medial parietal cortices have distinct connectivity patterns: Evidence from standardized connectivity map using
cortico-cortical evoked potential

Ictal direct current shifts with time constant 　（ TC ） 2 seconds and its comparison with TC 10 seconds: invasive EEG data
from intractable human epilepsy

Ictal direct current shifts can be intracranially recorded even with time constant 2 seconds
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 ３．学会等名
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第59回日本神経学会学術大会

第59回日本神経学会学術大会

第41回日本神経科学大会?

31st International Congress of Clinical Neurophysiology（国際学会）

Masaya Togo, Riki Matsumoto*, Akihiro Shimotake, Tamaki Kobayashi, Takayuki Kikuchi, Kazumichi Yoshida, Takeharu Kunieda,
Susumu Miyamoto, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

Makiko Ota, Akihiro Shimotake, Riki Matsumoto*, Mitsuhiro Sakamoto, Masako Daifu, Takuro Nakae, Takayuki Kikuchi, Kazumichi
Yoshida, Takeharu Kunieda, Susumu Miyamoto, Ryosuke Takahashi, Matthew Lambon Ralph, Akio Ikeda

Kiyohide Usami, Anna Korzeniewska, Riki Matsumoto*, Takefumi Hitomi, Kunieda Takeharu, Nobuhiro Mikuni, Katsuya Kobayashi,
Takayuki Kikuchi, Kazumichi Yoshida, Susumu Miyamoto, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda, and Nathan E. Crone

Shuichiro Neshige, Katsuya Kobayashi, Masao Matsuhashi,  Akihiro Shimotake, Takehumi Hitomi, Takayuki Kikuchi, Kazumichi
Yoshida, Takeharu Kunieda, Riki Matsumoto*, Ryosuke Takahashi, Susumu Miyamoto, Hirofumi Maruyama, Akio Ikeda

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Role of premotor and precentral negative motor area in praxis: a direct electrical stimulation study

Compensation of semantic memory after dominant anterior temporal lobe resection in epilepsy surgery

Changes in human brain network connectivity during sleep and wakefulness ? a study of neural propagation evoked by single-
pulse electrical stimulation

Electrocorticography-based non-primary motor area mapping comparable with cortical stimulation

 １．発表者名
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 ３．学会等名
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16th Asian Oceanian Congress Of Neurology（国際学会）

May 23-26 59th annual meeting of the Japanese society of neurology

 ３．学会等名

 ３．学会等名

M. Togo, R. Matsumoto, A. Shimotake, T. Kobayashi, T. Kikuchi, K. Yoshida, T. Kunieda, S. Miyamoto, R. Yakahashi and A.
Ikeda

 ２．発表標題

Masayuki Honda, Riki Matsumoto*、Akihiro Shimotake、Yuichiro Hashi、 Mitsuhiro Sakamoto、Daiki Fujii、Katsuya Kobayashi、
Takahiro Mitsueda、 Akira Kuzuya、Ryosuke Takahashi、Akio Ikeda

Masayuki HONDA,?Riki MATSUMOTO)、Akihiro SHIMOTAKE)、Yuichiro HASHI、 Mitsuhiro SAKAMOTO、Daiki FUJII、Katsuya KOBAYASHI、
Takahiro MITSUEDA、 Akira KUZUYA、Ryosuke TAKAHASHI、Akio IKEDA

Tamaki Kobayashi, Riki Matsumoto, Akihiro Shimotake, Masaya Togo, Yoshiki Arakawa, Yukihiro Yamao, Takayuki Kikuchi,
Kazumichi Yoshida, Akio Ikeda, Shiro Yano, Takaki Maeda, Hiroshi Imamizu, Susumu Miyamoto

第52回日本てんかん学会学術集会

31st International Congress of Clinical Neurophysiology（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Role of premotor and precentral negative motor area in praxis: a direct electrical stimulation study

Chronological Volumetry of Amygdala, Hippocampus and Whole Brain and Association with Clinical Course in Patients with Anti
Voltage-gated Potassium Channel-complex Antibodies Associated Limbic Encephalitis(VGKC-LE)

Chronological Change in Mesial Temporal Structures and Whole Brain Volumetry in Patients with Anti-Voltage-Gated Potassium
Channel Complex (VGKC) Antibodies Associated Limbic Encephalitis.

The role of the insula in Sense of Agency: supportive data from neurosurgical cases
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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The 41th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society

The 41th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society

Akihiro Shimotake, Riki Matsumoto, Katsuya Kobayashi,  Takayuki Kikuchi, Takeharu Kunieda, Susumu Miyamoto, Ryosuke
Takahashi, Matthew Lambon-Ralph, Akio Ikeda

Masako Daifu, Riki Matsumoto, Akihiro Shimotake1), Makiko Ota,               Mitsuhiro Sakamoto, Katsuya Kobayashi, Takayuki
Kikuchi, Kazumichi Yoshida, Takeharu Kunieda, Ryosuke Takahashi, Matthew A. Lambon Ralph, Akio Ikeda

Makiko Ota, Akihiro Shimotake, Riki Matsumoto, Mitsuhiro Sakamoto, Masako Daifu, Takuro Nakae, Takayuki. Kikuchi Kazumichi
Yoshida, Takeharu Kunieda, Susumu Miyamoto, Ryosuke Takahashi, Matthew A. Lambon Ralph, Akio Ikeda

SHIMOTAKE Akihiro, MATSUMOTO Riki, KOBAYASHI Katsuya,　KIKUCHI Takayuki , MASAO Matsuhashi, KAZUMICHI Yoshida, KUNIEDA
Takeharu, MIYAMOTO Susumu, TAKAHASHI Ryosuke, IKEDA Akio

第59回日本神経学会学術大会

第52回日本てんかん学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Visual and auditory semantic processing  converges in the anterior temporal lobe

Double dissociation of the semantic and phonological processing in reading Kanji and Kana words - A quantitative low-
intensity cortical stimulation study

Compensation of semantic memory after dominant anterior temporal lobe resection in epilepsy surgery

Functional mapping of visual and auditory semantic processing in the anterior temporal lobe
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第52回てんかん学会学術集会

第59回日本神経学会学術大会

American Epilepsy Society (AES) 2018 Annual Meeting（国際学会）

Beijing International Pediatric Epilepsy Forum（BIPEP）2018（招待講演）（国際学会）

Kazuki Oi, Katsuya Kobayashi, Takefumi Hitomi, Akihiro Shimotake, Shuichiro Neshige, Daiki Fujii, Riki Matsumoto, Shuhei
Kasama, Masutaro Kanda, Yohiaki Wada, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda,

Katsuya Kobayashi, Riki Matsumoto, Kiyohide Usami, Akihiro Shimotake, Masao Matsuhashi, Yukihiro Yamao, Takayuki Kikuchi,
Kazumichi Yoshida, Takeharu Kunieda, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda.

Akio Ikeda

Norihiro Muraoka, Riki  Matsumoto*, Katsuya Kobayashi, Ryosuke Takahashi,  Akio Ikeda

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Very small dose of perampanel improved refractory cortical myoclonus

Underlying excitability at the focus modulates network dynamics of seizure propagation: a single-pulse electrical
stimulation study time-locked to spike and post-spike slow.

How to predict good responders to vagus nerve stimulation.

A case of focal epilepsy presenting the lower jaw

 １．発表者名
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

23rd Korean Epilepsy Congress(KEC2018)（招待講演）（国際学会）

23rd Korean Epilepsy Congress(KEC2018).（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Akio Ikeda

 ２．発表標題

Akio Ikeda

Akio Ikeda

Akio Ikeda

31st International Congress of Clinical Neurophysiology（招待講演）（国際学会）

Epilepsy Grand Rounds, University Hospitals, Neurological Institute, School of Medicine, Case Western Reserve University
Cleveland, OH, USA, 5/7/2018（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Epilepsy, neuron and glia: is it a paradigm shifts? Presidential symposium, Issues and advanced Technologies in Epilspsy.

Clinical observation of DC shifts in epilepsy, Symposium Wide-band EEG by Neuron and Glia: From Basic and Clinical
Application in Epilepsy.

Neuron, glia, and epilepsy: is it a paradigm shift?

Subdurally recorded HFO may represent extracellular or intercellular activity? SIG 1: Clinical and basic researchs of EEG
(Discussion on the researches of Basic and clinical EEG).
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the 12th Asian&Oseanian Epilepsy Congress（招待講演）（国際学会）

the 12th Asian&Oseanian Epilepsy Congress（招待講演）（国際学会）

Akio Ikeda

Akio Ikeda

Akio Ikeda

Akio Ikeda

the 12th Asian&Oseanian Epilepsy Congress（招待講演）（国際学会）

the 12th Asian&Oseanian Epilepsy Congress（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Generator mechanisms of antagonist of AMPA receptor Paroxysmal depolarization shifts (PDS) vs. AED Spotlight on Perampanel.
Eisai Satellite Symposium, evolving ladscape in management of epilepsy: experts perspective.

Development of EEG services: the Japanese experience. CAOA Task Force Session, CAOA‘s global campaign task force session:
improving availability and quality of EEG in the region.

Biomarkers of epilepsy: what approaches do we have? EEG biomarkers for neuron and glia.

CAOA’s ongoing project Perampanel on cortical myoclonus.
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31st Annual Scentific Meething of The Hong Kong Neurological Society（招待講演）（国際学会）

16th Asian Oceanian Congress Of Neurology（招待講演）（国際学会）

American Epilepsy Society (AES) 2018 Annual Meeting (11/30-12/4/2018, New Orleans, USA).（招待講演）（国際学会）

American Clinical Neurophysiology Society, 2019 Annual Meeting and Courses（招待講演）（国際学会）

Akio Ikeda

Akio Ikeda

Akio Ikeda

Akio Ikeda

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The role of EEG in adult epilepsy care. Teaching course 1-4, , AOCN-ASEPA EEG Workshop.

What do different frequencies and other modalities tell us about MEG's ability to identify the extent of the epileptic zone?

DC shifts are established tool or still research topic ? Concurrent session: SIG, Wide-band EEG for epilepsy: established
tool or research topic?

Inflammation and epilepsy.

 １．発表者名
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

第48回日本臨床神経生理学会学術大会

第59回日本神経学会学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

坂本光弘、松本理器、下竹昭寛、太田真紀子、中谷光良、中江卓郎、菊池隆幸、吉田和道、國枝武治、髙橋良輔、池田昭夫

 ２．発表標題

Shunsuke Kajikawa, Masao Matsuhashi, Katsuya Kobayashi, Takefumi Hitomi, Masako Daifu, Yukihiro Yamao,  Takayuki Kikuchi,
Kazumichi Yoshida,   Takeharu Kunieda, Takao Namiki, Ichiro Tsuda, Riki Matumoto, Ryosuke Takahashi,  Akio Ikeda

Akio Ikeda

十河正弥、松本理器、下竹昭寛、 松橋眞生、小林環、菊池隆幸、吉田和道、國枝武治、宮本享、髙橋良輔、池田昭夫

American Clinical Neuophysiology Society, 2019 Annual Meeting and Courses（国際学会）

20th Joint conference of Indian Epilepsy Society (IES) and Indian Epilepsy Association (IEA)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

発語失行の病態：機能マッピング，電気的線維追跡からの症例の考察

Ictal direct current (DC) shifts can be classified with 2 patterns: Comparison of ictal DC shifts between time constant 10
sec and 2 sec: attempt of classification with cluster analysis.

Paroxysmal depolarization shifts (PDS) vs. AED in clinical epilepsy, Unique effects of perampanel on giant SEPs, i.e.,
paroxysmal depolarization shifts (PDS), Pertinent investigation in epilepsy.

高頻度皮質電気刺激による高次運動障害の発現機構の検討：皮質刺激誘発反応と行動解析の包括的検討
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第48回日本臨床神経生理学会学術大会

第52回日本てんかん学会学術集会

尾谷-山田真弓、松本理器、下竹昭寛、坂本光弘、十河正弥、中江卓郎、武山博文、小林勝哉、宇佐美清英、松橋眞生、山尾幸弘、菊池隆
幸

戸島麻耶、人見健文、大井和起、濱口敏和、音成秀一郎、小林勝哉、下竹昭寛、松橋眞生、松本理器、髙橋良輔、池田昭夫

梶川駿介、村井智彦、小林勝哉、人見健文、大封昌子, 、松橋眞生, 山尾幸宏, 菊池隆幸, 吉田和道, 國枝武治, 松本理器, 高橋良輔, 池
田昭夫

梶川駿介、村井智彦、小林勝哉、人見健文、大封昌子、松橋眞生、山尾幸広、菊池隆幸、吉田和道、國枝武治、松本理器、高橋良輔､

第14回日本てんかん学会近畿地方会

第52回てんかん学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

言語ネットワーク内における中核言語野の結合様式の検討

下肢症状を初  発・主症状とした  良性成人型家族性ミオクローヌスてんかん（  BAFME  ）の  3  家系  5  例の特徴

Ictal DC shifts の時定数10 秒と2 秒の頭蓋内脳波記録・表示の相違は、頭皮上脳波でも反映されるか？

頭蓋内脳波記録による  Ictal DC shifts  の時定数  10  秒、  2  秒での比較および頭皮上脳波での波形特性との関連
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第48回日本神経生理学会

第14回てんかん学会近畿地方会

第52回日本てんかん学会

第42回 日本神経心理学会学術集会

長谷川華子、戸島麻耶、梶川駿介、下竹昭寛、坂本光弘、本多正幸、松本理器、池田昭夫、髙橋良輔

音成秀一郎、松橋眞夫、松本理器、池田昭夫

下竹昭寛､松本理器､太田真紀子、坂本光弘、中江卓郎、菊池隆幸、荒川芳輝、國枝武治、宮本享、高橋良輔、池田昭夫

梶川駿介, 松橋眞生, 小林勝哉, 人見健文, 大封昌子, 山尾幸広, 菊池隆幸, 吉田和道、國枝武治、行木孝夫、津田一郎、松本理器、高橋
良輔、池田昭夫
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

既知抗体が陰性で免疫治療が奏功した自己免疫性てんかんの1 例

広帯域皮質脳波を用いた運動関連皮質の脳機能マッピングのアルゴリズム：てんかん外科の皮質電気刺激検査からの合理的発展の試み

側頭葉腫瘍切除症例における意味認知機能の検討

発作時直流緩電位（ Ictal DC shifts ）の  類型化の試み：  時定数 10 秒と 2 秒の比較と  クラスター解析の試み

 １．発表者名
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第48回日本臨床神経生理学会学術大会（招待講演）

第59回日本神経学会学術大会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

松本理器、小林勝哉、人見健文、池田昭夫

 ２．発表標題

下竹 昭寛、松本 理器、坂本 光弘、中谷 光良、太田 真紀子、小林 勝哉、菊池 隆幸、吉田 和道、國枝 武治、宮本 享、髙橋 良輔、池
田 昭夫

松本理器

松本理器、下竹昭寛、十河正弥、菊池隆幸、國枝武治、池田昭夫

第59回日本神経学会学術大会;

分子発生学セミナー（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ミオクローヌスてんかんの脳波特性．S-08 ミオクローヌスの最近の知見

低い刺激強度の皮質電気刺激と呼称課題の組み合わせによる言語機能マッピングの有用性

臨床システム神経科学によるヒト脳病態・高次機能の解明

皮質電気刺激による脳機能マッピング
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 ２．発表標題
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第59回日本神経学会学術大会

第48回日本臨床神経生理学会学術大会

人見健文、小林勝哉、音成秀一郎、Shamima Sultana、佐藤啓、谷岡洸介、下竹昭寛、松本理器、高橋良輔、池田昭夫

人見健文、小林勝哉、音成秀一郎、高橋良輔、池田昭夫

松本理器、山尾幸広、菊池隆幸、吉田和道、國枝武治、池田昭夫、宮本享

松本理器

第38回日本脳神経外科コングレス総会（招待講演）

京都市委託事業　難病患者医療講演・相談会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

良性成人型家族性ミオクローヌスてんかんにおける脳波所見の経時的変化

良性成人型家族性ミオクローヌスてんかん(BAFME)

てんかん外科における最新のてんかん診断学. PS3 てんかん外科と機能的脳神経外科

てんかん

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第4回脳波セミナーアドバンスコース（招待講演）

第52回日本てんかん学会学術集会

第６０回日本老年医学会学術集会（招待講演）

第36回日本ロボット学会（招待講演）

菊池隆幸、小林環、永井靖識、山尾幸広、吉田和道、小林勝哉、下竹昭寛、松本理器、池田昭夫、國枝武治、宮本享

松本理器

松本理器、小林環、下竹昭寛、吉田和道、矢野史朗、前田貴記、今水寛，池田昭夫

松本理器

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

てんかんにおける覚醒下手術の役割

高齢者のてんかん

島皮質障害による運動主体感の動的変容：脳外科手術症例からの知見．OS21：身体性システム．脳内身体表現のモデル化からリハビリテー
ション

非てんかん性異常・意識障害

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第48回日本臨床神経生理学会学術大会

第48回日本臨床神経生理学会学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小林勝哉、松本理器、宇佐美清英、下竹昭寛、山尾幸宏、菊池隆幸、吉田和道、國枝武治、高橋良輔、池田昭夫

 ２．発表標題

十川純平、松本理器、井内盛遠、松橋眞生、小林勝哉、宇佐美清英、人見健文、中江卓郎、菊池隆幸、吉田和道、國枝武治、宮本享、高橋
良輔、池田昭夫

田口智朗、下竹昭寛、藤井大樹、小林勝哉、松本理器、高橋良輔、池田昭夫

人見健文、音成秀一郎、小林勝哉、松本理器、高橋良輔、池田昭夫

第48回日本臨床神経生理学会学術大会

第48回日本臨床神経生理学会学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

てんかんネットワークの結合性はてんかん焦点での興奮・抑制により動的に変動する：皮質皮質間誘発電位を用いた検討

意識における後方皮質領野の意義：皮質脳波における異周波数間結合解析による検討

心因性非てんかん発作と鑑別を要した自己免疫性てんかんの1例

遺伝子検査陽性の良性成人型家族性ミオクローヌスてんかん（BAFME）における巨大体性感覚誘発電位（巨大SEP）とC反射の陽性率

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第48回日本臨床神経生理学会学術大会

第48回日本臨床神経生理学会学術大会

中江卓郎、松本理器、十河正弥、武山博文、小林勝哉、下竹昭寛、松橋眞生、山尾幸広、菊池隆幸、吉田和道、國枝武治、池田昭夫、宮本
享

迎伸孝、松本理器、小林勝哉、十河正弥、松橋眞生、中江卓郎、武山博文、下竹昭寛、山尾幸広、菊池隆幸、吉田和道、飯原弘二、高橋良
輔、池田昭夫

濱口敏和、松本理器、大封昌子、十河正弥、小林勝哉、下竹昭寛、松橋眞生、高橋良輔、池田昭夫

文室知之、松橋眞生、人見健文、松本理器、高橋良輔、池田昭夫、赤松直樹

第48回日本臨床神経生理学会学術大会

第48回日本臨床神経生理学会学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

皮質刺激皮質誘発電位（CCEP）における律動反応?機能ネットワークから見た反応特性の多様性?

皮質皮質間誘発電位（CCEP）の分類と分布の検討

抗VGKC受容体複合体交代陽性脳炎の生理的診断マーカー候補：発作時脳波変化の時間周波数解析による検討

視覚的な注意条件が運動準備段階の脳電位に与える影響

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第52回日本てんかん学会学術集会

第52回日本てんかん学会学術集会

第52回日本てんかん学会学術集会

日本脳神経外科学会　第77回学術総会（招待講演）

下竹昭寛、松本理器、小林勝哉、菊池隆幸、松橋眞生、吉田和道、國枝武治、宮本享、高橋良輔、池田昭夫

伊藤陽祐、福多真史、麻生俊彦、増田浩、白水洋史、東島威史、井内盛遠、松本理器、藤井幸彦

山尾幸広、松本理器、國枝武治、荒川芳輝、中江卓郎、菊池隆幸、吉田和道、池田昭夫、宮本享

人見健文、音成秀一郎、小林勝哉、戸島麻耶、大井和起、下竹昭寛、松橋眞生、松本理器、神田益太郎、石浦浩之、辻省次、高橋良輔、池
田昭夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Functional mapping of visual and auditory semantic processing in the anterior temporal lobe

焦点切除術を施行したてんかん患者の術前EEG-fMRI の検討

術中言語白質路モニタリングにおける皮質-皮質間誘発電位の麻酔の影響?言語機能保護を目指して?

良性成人型家族性ミオクローヌスてんかん（BAFME）における原因遺伝子のリピート数と神経生理学的所見の関係

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

脳機能セミナー

第60回京滋奈良てんかん懇話会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

梶川駿介、下竹昭寛、中村大和、村井智彦、濱口敏和、小林勝哉、人見健文、松橋眞生、松本理器、漆谷真、木下真幸子、池田昭夫、髙橋
良輔．

 ２．発表標題

山尾幸広、松本理器、國枝武治、荒川芳輝、中江卓郎、菊池隆幸、吉田和道、池田昭夫、宮本享

宇佐美清英

十河正弥、松本理器、下竹昭寛、小林環、菊池隆幸、吉田和道、國枝武治、宮本享、髙橋良輔、池田昭夫．

第48回日本臨床神経生理学会学術大会（招待講演）

第52回日本てんかん学会学術集会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

頭皮上から発作時 direct current (DC) shifts  が限局性に出現した症候性全般てんかんの 2  例

術中脳機能モニタリング

Functional Brain Mapping by ECoG-Recent Development ?ECoGによる脳機能マッピング― この1年の動向―

「行為」における陰性運動野の役割：高頻度皮質電気刺激を用いた検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回京滋奈良てんかん懇話会

第60回京滋奈良てんかん懇話会

濱口敏和、下竹昭寛、人見健文、長谷部祥子、塚本剛士、山門穂高、松橋眞生、松本理器、池田昭夫、高橋良輔．

塚本 剛士、梶川 駿介、本多 正幸、人見 健文、下竹 昭寛、舟木 健吏、池田 昭夫、高橋 良輔

小林勝哉、松本理器、宇佐美清英、下竹昭寛、松橋眞生、十河正弥、梶川駿介、尾谷真弓、山尾幸広、菊池隆幸、吉田和道、國枝武治、髙
橋良輔、池田昭夫．

Katsuya Kobayashi, Riki Matsumoto, Kiyohide Usami, Akihiro Shimotake, Masao Matsuhashi, Yukihiro Yamao, Takayuki Kikuchi,
Kazumichi Yoshida, Takeharu Kunieda, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda.

第48回日本臨床神経生理学会学術集会

American Epilepsy Society (AES) 2018 Annual Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

右方向への水平性の緩徐相、正中位への急速相を呈するてんかん性眼振（Epileptic nystagmus）を認めた右側頭葉てんかんの一例

頭皮上脳波からの局所性 CSD(cortical spreading depolarization)の記録と発作 DC(Direct current)電位との異同:外傷性急性血腫除去
術後に非けいれん性重積が疑われた一例.

てんかんネットワークの結合性はてんかん焦点での興奮・抑制により動的に変容する：皮質皮質間誘発電位を用いた検討．

Underlying excitability at the focus modulates network dynamics of seizure propagation: a single-pulse electrical
stimulation study time-locked to spike and post-spike slow.

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

大阪薬科大学第１回学術交流シンポジウム（招待講演）

第59回日本神経学会学術大会（招待講演）

第59回日本神経学会学術大会（招待講演）

第59回日本神経学会学術大会（招待講演）

池田昭夫

池田昭夫

Akio Ikeda

池田昭夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

典型的ビデオ紹介, 教育コース、てんかんとは？

Hands-on 7「脳波」

Glia and epileptogenicity from the clinical approach.

難治てんかんの克服を目指したグリア病態研究

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第7回サマーてんかんセミナー

近畿成人てんかんセミナー

 ３．学会等名

 ３．学会等名

池田昭夫

 ２．発表標題

池田昭夫

池田昭夫

池田昭夫

第60回日本小児神経学会学術集会（招待講演）

第１２回日本パーキンソン病・運動障害疾患コングレス（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

てんかんの病歴聴取、病歴・発作症候の記載は、臨床神経生理学を定性的に言語化したもの

グルタミン酸受容体拮抗薬の作用機序-基礎と臨床の trasnlatability-PDSと抗てんかん薬?臨床の立場から?

急性発作性の運動異常症てんかん関連運動異常およびPKC：てんかん発作との類似点と鑑別

てんかんの分類と診断（池田昭夫）　（他講演者分あり）

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第52回日本てんかん学会学術集会（招待講演）

第52回日本てんかん学会学術集会（招待講演）

池田昭夫

池田昭夫

Akio Ikeda

池田昭夫

第48回日本臨床神経生理学会（招待講演）

第20回ニューロトピックス21「てんかん」（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

グルタミン酸とAMPA受容体-基礎と臨床の trasnlatability-発作原性、てんかん原性とPDS：臨床的視点

生き生きとしたてんかん医療地域連携とてんかん診療拠点の役割　日本てんかん学会のミッション：てんかん診療の多様性に対しての均て
ん化への方策

Clinical EEG in 21st century:a research topic or tool?

診療ガイドライン2018に基づく、てんかんの診療と治療

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第25回東播磨脳卒中フォーラム（招待講演）

グルタメート カンファランス（招待講演）

第19回埼玉頭痛研究会　学術研究会（招待講演）

第5回ふじさん・てんかん脳波ハンズオンセミナー

池田昭夫

池田昭夫

池田昭夫

池田昭夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Session 2 てんかん発作発現メカニズム-up to date グリア・ニューロンからみた発現メカニズム?電気生理学的および臨床的アプローチ?

てんかんと頭痛, てんかんと片頭痛の興奮性の違いは？

講義6　低周波成分脳波・頭蓋内脳波総合

一般診療における脳卒中とてんかんの鑑別診断

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第14回日本てんかん学会近畿地方会　脳波セミナー（招待講演）

小児神経クリニカルカンファレンス（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小林勝弘

 ２．発表標題

Kobayashi K

小林勝弘

小林勝弘

2nd American Epilepsy Society Meeting（招待講演）（国際学会）

小児てんかん診療 第181回東北小児神経学会研究会 (四季会)in 紀三井寺（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

小児神経科におけるてんかん診療と連携

HFOs as an indicator of disease activity

小児てんかんの発作症候学ー脳波･ビデオ同時記録による診断ー

小児の脳波とてんかんへのアプローチ

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

順天堂大学 てんかんセンター Conference Seminar of SPASM（招待講演）

第52回日本てんかん学会学術集会プレコングレスシンポジウム（招待講演）

小林勝弘

小林勝弘

小林勝弘

Naoyuki Sato, Riki Matsumoto, Akihiro Shimotake, Masao Matsuhashi, Takayuki Kikuchi, Takeharu Kunieda, Hiroaki Mizuhara,

第52回日本てんかん学会学術集会シンポジウム2「スパスムの起源を探る」（招待講演）

Annual meeting of Socitely for Neurosciene 2018（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Epileptic spasmsの病態生理

てんかん性高周波振動の意義と臨床応用

Spasmsの発作時・発作間欠時脳波における徐波と速波振動

An electrocorticogram analysis based on the theoretical coupling between subpopulation network structure and cross-spectral

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

19th Joint conference of Indeia Epilepsy Societhy (IES) and Indian Epilepsy Association (IEA), Bangalore, Feb 2, 2017（招待
講演）（国際学会）

19th Joint conference of Indeia Epilepsy Societhy (IES) and Indian Epilepsy Association (IEA), Bangalore, Feb 2, 2017（招待
講演）（国際学会）

Biomagnetic Sendai 2017, Seminar 4, Sendai, Japan, May 24, 2017（招待講演）（国際学会）

10th International Epilepsy Colloquium. (2017/6/15-18, Miami, USA)（招待講演）（国際学会）

Ikeda A

Ikeda A

Ikeda A

Ikeda A

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Epilepsy across ages:Pediatrics to Geriatrics New onset epilepsy syndromes in elderly.

How do we delineate the source of wide-band EEG data: Epileptic DC shifts and HFO?

Intractable Focal Epilepsy.

'Adverse events of epilepsy management' Does AED worsen seizures?

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Bridging Basic with Clinical Epileptology-6, The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)（招待講演）
（国際学会）

The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Ikeda A

 ２．発表標題

Ikeda A

Ikeda A

Ikeda A

Neural Oscillation Conference 2017 (2017/6/18, Tokyo, Japan)（招待講演）（国際学会）

15th Advanced International Epilepsy Course: Bridging Basic with Clinical Epileptology-6, (2017/7/17-28, San Servolo, Italy)
（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Update on progressive myoclonus epilepsy (PME)

Wide-band EEG by neurons and glia: from clinical observation in epilepsy, International Symposium

EEG and electrophysiological monitoring

what to do when nothing works Surgery and stimulation

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Beijing Epilepsy and Neurophysiology Summit (BENS2017), September 23, 2017, Beijing（招待講演）（国際学会）

Advanced ECoG/EEG Analysis in Epilepsy 2017 (International Postcongress Symposium of the 51st Annual Congress of the Japan
Epilepsy Society), Kyoto, 2017/11/05（招待講演）（国際学会）

Ikeda A

Matsumoto R

Matsumoto R, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda T, Ikeda A

Matsumoto R, Usami K, Kikuchi T, Yoshida K, Ikeda A

The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)（招待講演）（国際学会）

International Symposium: Neural Oscillation Conference 2017, (2017/6/17, Tokyo, Japan)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Can infraslow and DC shift improve epilepsy treatment ?

Cortico-cortical evoked potentials& spectral responses to probe connectivity and cortical excitability.

Subdural recording in epilepsy. M08C: Clinical Neurophysiology - Invasive studies

Neural basis of altered consciousness during sleep: insights from effective connectivity and induced high gamma activities.
Problems of Consciousness and Neuropsychiatric Disorders and Network Disease Roundtable 1: Consciousness and Multiple Levels
of Non-Linear Brain

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

14th Asian and Oceanian Congress of Child Neurology, (2017/5/12, Fukuoka, Japan)（招待講演）（国際学会）

2017 EEG Master Class Agenda By TES and ASEPA, Dec 9th, 2017; Taipei, Taiwan（招待講演）（国際学会）

19th Joint conference of Indian Epilepsy Society (IES) and Indian Epilepsy Association (IEA), Nimhans Convention Centre,
Bengaluru, India, 2nd -4th February 2018（招待講演）（国際学会）

19th Joint conference of Indian Epilepsy Society (IES) and Indian Epilepsy Association (IEA), Nimhans Convention Centre,
Bengaluru, India, 2nd -4th February 2018（招待講演）（国際学会）

Ikeda A

Ikeda A

Ikeda A

Kobayashi K

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

EEG Reading with Master (all diseases, all ages)

New onset epilepsy syndromes in elderly, Epilepsy across ages: Pediatrics to Geriatrics

Does AED worsen seizures? 'Adverse events of epilepsy management'

Significance of state-of-the-art wide-band EEG analysis in pediatric epileptic encephalopathy

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Annual congress of 60th Japanese Society for Neurochemistry (2017/9/9, Sendai, Japan)（招待講演）

The 40th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society, (2017/7/22, Tokyo, Japan)（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Shimotake A, Matsumoto R, Kikuchi R, Yoshida K, Kunieda R, Ikeda A

 ２．発表標題

Matsumoto R, Kobayashi K, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda T, Miyamoto S, Ikeda A

Matsumoto R

Ikeda A

The 76th Annual Meeting of the Japan Neurosurgery Society, (2017/10/12, Nagoya)（招待講演）

The 40th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society (Neuroscience 2017), (2017/7/22, Tokyo)（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Role of the anterior temporal lobe in the ventral pathway: evidence from presurgical evaluations in epilepsy patients

Novel surrogate biomarkers of epileptogenicity using wideband ECoG analyses. Symposium: Novel approaches for localization of
epileptogenic zone.

Introduction. Dual stream model of language - its function, connectivity and plasticity: insights from clinical neuroscience

Glial dysfunction and intractable epilepsy-from basic to clinical studies-Glia, DC shifts/red slow, and epilepsy (難治てんか
ん焦点におけるグリアの役割:臨床神経生理学からのアプローチ)

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Annual congress of 51th Japanese Epilepsy Society (2017/11/4, Kyoto, Japan)（招待講演）

Annual congress of 51th Japanese Epilepsy Society (2017/11/4, Kyoto, Japan)（招待講演）

Ikeda A

Kikuchi T

池田昭夫

松本理器，下竹昭寛，山尾幸広，菊池隆幸，國枝武治

第73回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会 大阪, 2017/4/8（招待講演）

第41回日本神経心理学会．一橋講堂，東京，2017/10/13（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Neuron, glia and epilepsy:is it a paradigm shift?

Intrduction of SEEG to a single institute in Japan -A case of Kyoto University Hospital

脳神経外科医のためのデジタル脳波講習会

てんかんの治療戦略：てんかん外科における言語機能温存へ向けた試み．シンポジウムII．高次脳機能障害の治療戦略．

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第47回日本臨床神経生理学会．パシフィコ横浜，横浜，2017/11/25（招待講演）

第41回日本神経心理学会．一橋講堂，東京，2017/10/13（招待講演）

第51回日本てんかん学会学術集会．京都．2017/11/3-5（招待講演）

第51回日本てんかん学会学術集会 京都 2017/11/3（招待講演）

松本理器，下竹昭寛，山尾幸広，菊池隆幸，國枝武治

小林勝哉、松本理器、宇佐美清英、菊池隆幸、吉田和道、國枝武治、池田昭夫

下竹昭寛

松本理器、下竹昭寛，菊池隆幸，國枝武治、池田昭夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

てんかんの治療戦略：てんかん外科における言語機能温存へ向けた試み．シンポジウムII．高次脳機能障害の治療戦略

皮質電気刺激を用いたてんかん原性評価と関連ネットワーク解析

マラソンレクチャー：vEEG 成人ケーススタディ(Long-term video EEG monitoring in adults)

皮質脳波と高次脳機能ネットワーク．教育講演B．

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第73回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会特別企画 「脳神経外科医のためのデジタル脳波講習会」 2017/4/8（招待講演）

次世代脳シンポジウム（新学術領域研究4領域合同若手シンポジウム） 東京（一橋講堂）, 2017/12/20（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小林勝哉

 ２．発表標題

人見健文、谷岡洸介、高橋良輔、池田昭夫

人見健文、谷岡洸介、高橋良輔、池田昭夫

人見健文

第51回日本てんかん学会学術集会. 京都 2017/11/3（招待講演）

第47回日本臨床神経生理学会学術大会　横浜、2017年11月29日（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ヒトてんかん脳でみられる脳律動（オシレーション） と病態解明

遠隔脳波判読. シンポジウム6遠隔医療（脳波とテレメディスン）

日本の地域レベルでの遠隔脳波判読の取り組みの現状と問題点.シンポジウム　It’s a small world: remote reading system of digital
EEG

正常脳波の判読・法的脳死判定

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

京都大学第３回デジタルヘルスシンポジウムーPHRと情報銀行の今後の展望ー、平成２９年１１月１７日、京都（招待講演）

日本臨床神経生理学会関連講習会、第１1回 脳波・筋電図セミナー、平成３０年1月20日、京都（招待講演）

池田昭夫

池田昭夫

池田昭夫

池田昭夫

日本臨床神経生理学会関連講習会、第１1回 脳波・筋電図セミナー、平成３０年１月20日、京都（招待講演）

日本臨床神経生理学会関連講習会、第１1回 脳波・筋電図セミナー、平成３０年１月20日、京都（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

デジタル脳波の遠隔判読診断の現状

てんかん性異常と関連脳波所見(初級編)

脳波の時間広域周波数帯域解析の入門

脳波レポートの書き方

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

浜松医科大大学院特別講演. 浜松, 2017/4/14（招待講演）

Awake Surgery学会 東京．2017/9/30（招待講演）

第51回日本てんかん学会学術集会. 京都 2017/11/3（招待講演）

第33回日本脳神経血管内治療学会. 東京 2017/11/24（招待講演）

菊池隆幸, 山尾幸広, 吉田和道, 荒川芳輝, 松本理器, 國枝武治, 宮本享

菊池隆幸

菊池隆幸

池田昭夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

覚醒下手術における電気生理学的線維追跡法の応用―高次脳機能温存の試み―

てんかんをめぐる病診連携　てんかん外科手術について　てんかん診療における役割とその実際

脳動静脈奇形塞栓術に関わるエビデンス

脳電位解析からのグリア機能の解明：てんかん原性の臨床生理学的biomarker? (red slowはあるか？)

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)（国際学会）

The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Murai T, Matsuhashi M, Hitomi T, Kobayashi K, Shimotake A, Inouchi M, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda T, Matsumoto R,
Takahashi R, Ikeda A

 ２．発表標題

Daifu M, Inouchi M, Matsuhashi M, Kobayashi K, Shimotake A, Hitomi T, Yoshida K, Kunieda T, Matsumoto R, Takahashi R, Ikeda
A

Kobayashi K, Matsumoto R, Usami K, Matsuhashi M, Shimotake A, Nakae T, Takeyama H, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda T,
Takahashi R, Ikeda A

Ota M, Shimotake A, Matsumoto R, Sakamoto M, Daifu M, Nakae T, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R,
Matthew L.R, Ikeda A

The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)（国際学会）

The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Invasive 3D source localization by wide-band electroencephalography findings

Co-occurrence of slow and high frequency oscillations (HFOs) in invasively recorded, interictal state in epilepsy patients:
Is it a 'Red slow'?

Safety of single-pulse electrical stimulation for cortico-cortical evoked potentials in epileptic human cerebral cortex

Compensatory semantic processing after resection of the anterior temporal lobe in epilepsy surgery

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)

The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)（国際学会）

Nakatani M, Matsumoto R, Kobayashi K, Hitomi T, Inouchi M, Matsuhashi M, Kinoshita M, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda T,
Takahashi R, Hattori N and Ikeda A

Neshige S, Matsuhashi M, Sakurai T, Kobayashi K, Shimotake A, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda T, Matsumoto R, Maruyama H,
Takahashi R and Ikeda A

Sakamoto M, Matsumoto R, Togawa J, Takeyama H, Hashi Y, Kobayashi K, Shimotake A, Leypoldt F, Wandinger K.P, Kondo T,
Takahashi R, Ikeda A

Sultana S, Hitomi T, Daifu M, Matsuhashi M, Takahashi R, Ikeda A

The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)（国際学会）

The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Inhibitory effects of electric cortical stimulation on interictal epileptiform discharges in human epileptic focus,

Efficacy of Wide-Band Electrocorticography(ECoG) on Mapping of the Primary Sensori-Motor Area Compared with Electrical
Cortical Stimulation (ECS)

Proposal of a diagnostic algorithm for autoimmune epilepsy: a preliminary retrospective cohort study

Comparison in after-slow activity of epileptiform discharges and sharp transients among different time constant: further
endorsement of operational definition of spike/sharp wave vs. sharp transients

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)（国際学会）

The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)（国際学会）

The XXⅢ World Congress of Neurology (2017/9/16-21, Kyoto, Japan)（国際学会）

The 32nd International Epilepsy Congress (2017/9/3, Barcelona, Spain)（国際学会）

Togo M, Matsumoto R, Shimotake A, Kobayashi T, Kikuchi T, Yoshida K, Matsuhashi M, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R, Ikeda
A

Hitomi T, Kobayashi K, Murai T, Sakurai T, Matsumoto R, Takahashi R, Ikeda A

Kobayashi K, Akiyama T, Oka M, Endoh F, Akiyama M, Shibata T, Hanaoka Y, Yoshinaga H

Takeyama H, Matsumoto R, Usami K, Shimotake A, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R, Ikeda A

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Role of the negative motor area in praxis: A high frequency electrical cortical stimulation study

Positive rate of giant somatosensory evoked potential (giant SEP) and C reflex in benign adult familial myoclonus epilepsy
(BAFME)

Fast (40-150 Hz) oscillations are associated with positive slow waves in the scalp ictal EEGs of epileptic spasms in West
syndrome

Higher-order motor cortices actively engage in motor inhibition: cortical stimulation and event-related potentials as an
evidence from subdural electrodes.

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 71st American Epilepsy Society Annual meeting 2017. (2017/12/2, Washington D.C, USA)（国際学会）

Society for Neuroscience 2017 (2017/11/11, Washington, DC, USA)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Takeyama H, Matsumoto R, Usami K, Shimotake A, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R, Ikeda A

 ２．発表標題

Inada T, Kobayashi K, Matsumoto R, Nakae T, Shibata S, Yamao Y, Daifu M, Togawa J, Kikuchi T, Matsuhashi M, Yoshida K,
Kunieda T, Kobayashi K, Ikeda A, Miyamoto S

Nakatani M, Matsumoto R, Kobayashi K, Hitomi T, Inouchi M, Matsuhashi M, Kinoshita M, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda T,
Takahashi R, Hattori N, Ikeda A

Togawa J, Inouchi M, Matsumoto R, Matsuhashi M, Kobayashi K, Usami K, Hitomi T, Nakae T, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda T,
Miyamoto S, Takahashi R, Ikeda A

71st American Epilepsy Society Annual Meeting (2017/12/1-5, Washington DC, USA)（国際学会）

The 71st American Epilepsy Society Annual meeting 2017. (2017/12/2, Washington D.C, USA)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Active engagement of higher-order motor cortices in motor inhibition: Evidence fromdirect neural recording and stimulation
during Go/No-Go paradigm.

Effects of natural sleep and general anesthesia with propofol upon interictal high frequency oscillations (HFOs).
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

菊池隆幸, 松本理器, 小林勝哉, 國枝武治, 三國信啓, 前原健寿

 ２．発表標題

菊池隆幸

菊池隆幸

菊池隆幸

日本脳神経血管内治療学会, 東京, 2017/11/24

第33回日本脳神経血管内治療学会. 東京 2017/11/24

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

頭蓋内電極埋め込み中のMRI撮像についての国内の現状と今後の方策.

脳動静脈奇形塞栓術に関わるエビデンス

ステント併用コイル塞栓術後のTOF-MRAによる晩期虚血イベントリスク評価.

ハイブリッド手術室での血管病変に対する複合治療―術後拡散強調画像の検討.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第33回日本脳神経血管内治療学会. 東京 2017/11/23

The XXⅢ World Congress of Neurology(2017/9/16-21, Kyoto, Japan)

菊池隆幸

Matsumoto R

池田昭夫

Kobayashi K, Kajikawa S, Daifu M, Matsuhashi M, Hitomi T, Yamao Y, Kikuchi T, Kunieda T, Matsumoto R, Takahashi R, Ikeda A

第二回神経治療研修会. 京都2017/4/9

新学術領域オシロロジー2017年度第2回領域会議 東京（一橋講堂）, 2017/12/23

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Embosphere導入前後の頭頚部腫瘍における術前塞栓術の効果と合併症.

Ictal Semiology For Accurate Diagnosis of Epilepsy.

てんかんの診断と治療

Clinical significance of intracranially recorded ictal direct current shifts analyzed with time constant of 2 seconds.

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

高齢者てんかん講演会 岡山医療センター.岡山, 2018/3/7

世界てんかんの日（IED）２０１８記念イベント、平成３０年２月１２日、東京

Annual meeting of American Clinical Neurophysiology Society（招待講演）（国際学会）

Annual meeting of American Clinical Neurophysiology Society（招待講演）（国際学会）

池田昭夫

Ikeda A,　Matsumoto R, Kobayashi K, Kunieda T

Ikeda A

松本理器

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

１）てんかんを取り巻く世界の動き、２）てんかんって　なーあに？

Cortico-cortical Evoked Potentials -a practical review

Interictal slow shifts by macroinvasive electrodes, Consensus for recording and analysis of wide-band EEG in clinical
epilepsy

高齢者てんかんの診断と治療 update

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

CAOA-AOEC Joint Symposium at the 10th AESC, 10th Asian Epilepsy Surgery Congress (AESC)（招待講演）（国際学会）

Intraoperative neuromonitoring (IONM) Satellite Symposium, 2016 Annual Meeting of Korean Neurological Association（招待講
演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Ikeda A, Matsumoto R, Kunieda T, Yamao Y, Kikuchi T

 ２．発表標題

Matsumoto R

Matsumoto R

Ikeda A

11th International Workshop on Advances in Electrocorticography（招待講演）（国際学会）

Seminar at Laboratory of Behavioral & Cognitive Neuroscience（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Intraoperative, higher cortical function monitoring

Probing Dorsal and Ventral Language Networks by Integrated Invasive Neurophysiology

Cortico-cortical evoked potentials: methods, its research and clinical perspectives

EEG biomarker of epilepsy

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2016 Annual Meeting of Korean Neurological Association（招待講演）（国際学会）

Symposium: Network disruption in brain disorders, Biomag 2016（招待講演）（国際学会）

Ikeda A

Matsumoto R

Hitomi T, Kobayashi K, Takahashi R, Ikeda A

Ikeda A

21st Korean Epilepsy Congress（招待講演）（国際学会）

11th Asian and Oceanian Epilepsy Congress (AOEC)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Glia, DC shifts/red slow, and epilepsy

Probing dynamics of cortico-cortical connectivity with direct cortical stimulation in physiological and pathologic states

Updates of Neurophysiological Biomarkers in the Genetic Generalized Epilepsy (symposium The 9th KES-JES Joint Symposium)

HFO synchronization and epilepsy network

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The Masakazu Seino Memorial Lecture, 11th Asian & Oceanian Epilepsy Congress (AOEC)（招待講演）（国際学会）

11th Asian & Oceanian Epilepsy Congress (AOEC)（招待講演）（国際学会）

The ILAE Neuropsychiatry Commission Symposium（招待講演）（国際学会）

The 94th Annual meeting of the Physiological Society of Japan

Ikeda A

Matsumoto R

Matsumoto R, Kobayashi K, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda T, Ikeda A

Ikeda A

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Advanced techniques in HFO analysis. Workshop HFOs and the Epileptogenic Zone

When should patients be referred to psychiatrists?: The ILAE Neuropsychiatry Commission Symposium “Depression in patients
with epilepsy: how could neurologists, psychiatrists and neurosurgeons co-work and how much do Asian colleagues acknowledge
it?

Epileptogenicity and related network: Approach from “interventional” clinical neurophysiology. Translatability between
basic&clinical studies for the pathophysiology of epilepsy: Approach from Oscillology

Exploring the mysteries of EEG: Can infraslow and DC shift improve epilepsy treatment?

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

全国てんかんセンター協議会総会JEPICA

平成２８年度名古屋大学脳とこころの研究センターシンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

松本理器

 ２．発表標題

松本理器

松本理器

松本理器，藤井大樹，本多正幸，小林勝哉，下竹昭寛，吉田健司，加藤竹雄，井内盛遠，人見健文，松橋眞生，菊池隆幸，吉田和道，國枝
武治，岡田知久，村井俊哉，宮本享，髙橋良輔，池田昭夫

第42回日本脳卒中学会学術集会

平成28年度日本神経学会東海北陸地区生涯教育講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

皮質電気刺激によるヒト脳内ネットワークの可視化：着想から臨床応用への道のり（指名講演1）

神経救急としてのてんかん重積状態（教育講演34）

神経疾患治療トレンド考２：てんかん

厚生労働省てんかん地域診療連携整備事業を実施していない施設：てんかんセンターとしての現状，シンポジウムてんかん地域診療連携整
備事業の１年を振り返って．

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第40回日本てんかん外科学会

第46回日本臨床神経生理学会学術大会

池田昭夫

松本理器，小林勝哉，菊池隆幸，國枝武治，池田昭夫

松本理器，下竹昭寛，吉田和道，松橋眞生，國枝武治，池田昭夫

池田昭夫

第46回日本臨床神経生理学会学術大会

第４２回日本臨床神経生理学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

臨床てんかん病態におけるグリア機能の臨床的意義．

CCEPのオフライン解析と解釈（ワークショップ2 CCEPのskills workshop：clinical practice parameter（臨床実践指標）を目指して）．

てんかんの臨床神経生理学と硬膜下電極（エキスパートレクチャー12）

てんかん原性の臨床生理学的biomarker：red slowはあるか？（教育講演11）

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回日本頭痛学会総会

第50回日本てんかん学会学術集会

第50回日本てんかん学会学術集会

第50回日本てんかん学会学術集会

松本理器

池田昭夫

池田昭夫

池田昭夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

認知症とてんかん（アドバンスドコース11）

臨床てんかん学におけるwide-band EEGの概要と有用性

JESスカラーシップ、Sponsored awardの意義（企画セッション10 てんかん学研修システムを考える）．

頭痛診療医に必要なてんかんの知識と鑑別診断：症例を通じて（てんかんと片頭痛の興奮性の違いは？）（ランチョンセミナー3）

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第12回日本てんかん学会近畿地方会

日本神経学会学術大会第13回生涯教育セミナー

 ３．学会等名

 ３．学会等名

池田昭夫

 ２．発表標題

小林勝哉，人見健文，松本理器，池田昭夫

松本理器，山尾幸広，菊池隆幸，吉田和道，國枝武治

池田昭夫

第50回日本てんかん学会学術集会

第75回日本脳神経外科学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Hands-on　3「脳波」

ミオクローヌスを有するてんかん症候群とJME．

単発電気刺激による脳内ネットワークの可視化：着想から臨床応用への道のり（特別企画4 機能ネットワーク解明から治療への応用）．

てんかん原性の臨床生理学的biomaker:red slowはあるか？

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本神経学会学術大会第13回生涯教育セミナー

第57回日本神経学会学術大会（International Educational Session 03 How to Manage Seizures）

松本理器

池田昭夫

松本理器

松本理器

第57回日本神経学会学術大会

第57回日本神経学会学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Hands-on　3「脳波」

Uncommon, but important causes of epilepsy and seizure.

自己免疫性てんかんとの関連．

非けいれん性てんかん重積（NSCE）：診断と治療．

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第57回日本神経学会学術大会

第57回日本神経学会学術大会

70th American Epilepsy Society Annual Meeting（国際学会）

70th American Epilepsy Society Annual Meeting（国際学会）

吉村元，松本理器，池田昭夫，幸原伸夫

Daifu M, Matsumoto R, Shimotake A, Kobayashi K, Ota M, Sakamoto M, Nakae T, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda T, Takahashi R,
Lambon Ralph MA, Ikeda A

Kobayashi K, Hitomi T, Matsumoto R, Watanabe M, Takahashi R, Ikeda A

池田昭夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高齢者てんかん重積状態の臨床的特徴と治療（シンポジウム 治るてんかん：高齢者てんかんの診断と治療）

The ventral part of the anterior temporal lobe actively engages in Kanji word processing: a direct cortical stimulation
study

Clinical core symptoms are rather homogeneous in nationwide survey of benign adult familial myoclonus epilepsy

成人てんかんとオシロロジー（シンポジウム15 オシロロジーからみた神経疾患の病態と治療）．

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第46回日本臨床神経生理学会学術大会

第50回てんかん学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Nakatani M, Matsumoto R, Kobayashi K, Hitomi T, Inouchi M, Matsuhashi M, Kinoshita M, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda T,
Takahashi R, Hattori N, Ikeda A

 ２．発表標題

Ota M, Shimotake A, Matsumoto R, Sakamoto M, Daifu M, Nakae T, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R, Lambon-Ralph MA, Ikeda A

Nakatani M, Matsumoto R, Kobayashi K, Hitomi T, Inouchi M, Matsuhashi M, Kinoshita M, Kunieda T, Miyamoto S, Hattori N,
Takahashi R, Ikeda A

Neshige S, Sakurai T, Kobayashi K, Shimotake A, Matsuhashi M, Matsumoto R, Hitomi T, Matsumoto M, Takahashi R, Ikeda A

Annual Meeting of Society for Neuroscience (Neuroscience 2016)（国際学会）

第46回日本臨床神経生理学会学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Repeated, cortical stimulation inhibits cortical epileptic excitability in human epileptic focus.

Kanji word processing in the ventral anterior temporal lobe: a postoperative neuropsychological study in patients with
temporal lobe epilepsy

Repeated, cortical stimulation can modify the wideband cortical activity correlates of interictal epileptiform discharge.

Functional brain mapping of primary sensorimotor cortex by means of MRCP and ERS/ERD comparing with CSM.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第50回てんかん学会学術集会

第50回てんかん学会学術集会

Takeyama H, Matsumoto R, Sakamoto M, Togawa J, Kanazawa K, Kobayashi K, Shimotake A, Hitomi T, Takahashi Y, Watanabe O,
Takahashi R, Ikeda A

Murai T, Matsuhashi M, Hitomi T, Kobayashi K, Shimotake A, Inouchi M, Kikuchi T, Yoshida K, Kunieda, T, Matsumoto R,
Takahashi R, Ikeda A

Sultana S, Hitomi T, Daifu M, Matsuhashi M, Takahashi R, Ikeda A

Daifu M, Matsumoto R, Shimotake A, Sakamoto M, Ota M, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R, Lambon Ralph MA, Ikeda A

第50回てんかん学会学術集会

第39回日本神経科学大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The clinical features of elderly onset, temporal lobe epilepsy.

Invasive 3D source localization by wide-band EEG finding.

Comparison in afterslow activity of epileptiform discharges and sharp transients among different time constant.

Ventral part of the anterior temporal lobe actively engages in Kanji reading: Evidence from direct cortical stimulation of
the basal temporal language area.

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第39回神経科学大会

第39回神経科学大会

第39回日本神経科学大会

第39回日本神経科学大会

Takeyama H, Matsumoto R, Usami K, Shimotake A, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R, Ikeda A

Nakae T, Matsumoto R, Kunieda T, Arakawa Y, Kobayashi T, Inada T, Takahashi Y, Nishida S, Inano R, Kobayashi K, Shimotake A,
Matsuhashi M, Kikuchi T, Takahashi R, Ikeda A, Miyamoto S

Togo M, Matsumoto R, Takeyama H, Kobayashi K, Shimotake A, Usami K, Inouchi M, Nakae T, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R,
Ikeda A

Shimotake A, Matsumoto R, Kobayashi K, Kunieda T, Mikuni N, Miyamoto S, Takahashi R, Ikeda A

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Human motor inhibition network as revealed by epicortical ERP, CCEP and high frequency cortical stimulation.

Antero-posterior gradients exist in functional connections between human inferior frontal gyrus and middle and posterior
temporal gyri: An intraoperative cortico-cortical evoked potential study

Functional connectivity from medial parietal cortex and superior parietal lobule: a cortico-cortical evoked potential study.

Functional mapping of praxis: Electrical cortical stimulation study.

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第39回日本神経科学大会

第39回日本神経科学大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Nakatani M, Matsumoto R, Kobayashi K, Hitomi T, Inouchi M, Matsuhashi M, Kinoshita M, Kunieda T, Miyamoto S, Hattori N,
Takahashi R, Ikeda A

 ２．発表標題

Ota M, Shimotake A, Matsumoto R, Sakamoto M, Daifu M, Nakae T, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R, Lambon-Ralph MA, Ikeda A

Kinboshi M, Mukai T, Tokudome K, Kunisawa N, Higor A. Iha, Shimizu S, Serikawa T, Ito H, Ikeda A, Ohno Y

Yoshinaga K, Matsuhashi M, Hanakawa T, Ikeda A

第39回日本神経科学大会

第39回日本神経科学大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Repeated, cortical stimulation inhibits epileptic excitability in human epileptic focus.

Compensatory mechanisms of semantic- and kanji / kana word processing after resection of the anterior temporal lobe (in
epilepsy surgery).

Expressional analysis of astrocytic Kir4.1 channels in audiogenic seizure-susceptible Lgi1L385R/+ mutant rats.

Phase angle has information on temporal relationship of signals in functional connectivity study in human brain
magnetoencephalography analysis.
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第57回日本神経学会学術大会

第57回日本神経学会学術大会

Takeyama H, Matsumoto M, Usami K, Shimotake A, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R, Ikeda A

Togawa J, Inouchi M, Matsumoto R, Matsuhashi M, Kobayashi K, Usami K, Hitomi T, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R, Ikeda A

Daifu M, Inouchi M, Kanazawa K, Matsuhashi M, Inoue T, Kobayashi K, Shimotake A, Hitomi T, Matsumoto R, Kunieda T, Miyamoto
S, Takahashi R, Ikeda A

Neshige S, Sakurai T, Kobayashi K, Shimotake A, Matsuhashi M, Matsumoto R, Hitomi T, Matsumoto M, Takahashi R, Ikeda A

第57回日本神経学会学術大会
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 １．発表者名
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Which areas inhibit motor responses? Direct evidence from subdural recordings.

Enhancement of coupling between slow waves and high gamma activities during slow wave sleep in human.

Surrogate marker of intracranially recorded ictal DC shifts and HFOs in human focal epilepsy.

Wide-band Electrocorticographic (ECoG) data analysis in primary sensorimotor (SI-MI) area
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The 1st International Symposium on Embodied-Brain Systems Science (EMBOSS2016)（国際学会）

The 1st International Symposium on Embodied-Brain Systems Science (EMBOSS2016)（国際学会）

The 1st International Symposium on Embodied-Brain Systems Science (EMBOSS2016)（国際学会）

第46回日本臨床神経生理学会学術大会

Sakamoto M, Matsumoto R, Shimotake A, Nakae T, Kunieda T, Ikeda A

Togo M, Matsumoto R, Shimotake A, Inouchi M, Kunieda T, Ikeda A

齊藤景子，松橋眞生，粟屋智就，加藤竹雄，美馬達哉，池田昭夫，福山秀直，平家俊男

Shimotake A, Matsumoto R, Togo M, Kunieda T, Ikeda A
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Role of left ventral precentral gyrus in apraxia of speech: documents with electrical cortical stimulation and focal
resection.

Functional connectivity from human superior pariental lobule and medial pariental lobe: a cortico-cortical evoked potential
(CCEP) study.

聴覚刺激のピッチ変化方向の異同は前意識下で検出されている．

Functional mapping of praxis network: Electrical cortical stimulation study.

 １．発表者名
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第50回日本てんかん学会学術集会
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

坂本光弘，松本理器，十川純平，武山博文，端祐一郎，小林勝哉，下竹昭寛，近藤誉之，高橋良輔，池田昭夫
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大封昌子，松本理器，下竹昭寛，太田真紀子，坂本光弘，中江卓郎，小林勝哉，菊池隆幸，吉田和道，國枝武治，髙橋良輔，Lambon Ralph
MA，池田昭夫

谷岡洸介，佐藤和明，音成秀一郎，塚田剛史，藤井大樹，井上岳司，吉村元，小林勝哉，下竹昭寛，人見健文，松本理器，高橋良輔，池田
昭夫

下竹昭寛，松本理器，坂本光弘，中谷光良，太田真紀子，小林勝哉，菊池隆幸，吉田和道，國枝武治，宮本享，髙橋良輔，池田昭夫

第46回日本臨床神経生理学会学術大会
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自己免疫性てんかんの診断における、診療症状・検査所見の有用性の検討．

日本語読みにおける側頭葉底面の前後方向の機能の相違：高頻度皮質刺激による研究

てんかん病診連携システムを介して大学病院を受診した患者のサンプル調査．

呼称課題を用いた低刺激強度皮質電気刺激の言語機能マッピングの有用性．
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昭夫

太田真紀子，松本理器，下竹昭寛，坂本光弘，大封昌子，中江卓郎，菊池隆幸，吉田和道，國枝武治，宮本享，髙橋良輔，Lambon Ralph
MA，池田昭夫

谷岡洸介，渡辺雅子，池田昭夫，兼子直，田中達也，大澤真木子

音成秀一郎，松本理器，小林勝哉，下竹昭寛，人見健文，井内盛遠，丸山博文，高橋良輔，池田昭夫
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発作間欠期皮質脳波における徐波と高周波律動の共起：自動検出のための解析方法についての検討．

側頭葉底面前方領域切除による意味記憶の変容と機能可塑性の解明．

日本てんかん学会の教育研究事業としての助成金の成果の検討．

意識が保持され，全身けいれん発作が群発するMRI陰性症例
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Ictal deafnessを認めた３症例

左中心前回中・下部に限局した腫瘍切除後にanarthriaを呈した1例．

食事中の大きな笑いにより強直発作様の意識消失を呈した73歳男性例．

アセタゾラミドが著効する難治性てんかん患者の臨床的特徴の検討．
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村井智彦，人見健文，小林勝哉，下竹昭寛，岡田知久，松本理器，富樫かおり，澤本伸克，髙橋良輔，池田昭夫

谷岡洸介，人見健文，松本理器，飛松省三，犬塚貴，吉良潤一，楠進，髙橋良輔，池田昭夫
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良性成人型家族性ミオクローヌスてんかんにおけるてんかん性放電の睡眠による変容．

自己免疫機序が関与するてんかん症候群の診断アルゴリズム構築の試み．

BAFMEにおけるPET画像上の特徴．

脳波判読セミナーのアンケート調査からの脳波教育の現状解析；過去5年間の実態とニーズ．
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三橋賢大，北村彰浩，小林勝哉，上村紀仁，葛谷聡，山下博文，澤本伸克，近藤誉之，漆谷真，池田昭夫，髙橋良輔

岡田信久，和田隆史，樽野陽亮，眞木崇州，吉藤元，丹治正大，三橋賢大，山門穂高，上田紗希帆，前川嵩太，引網亮太，木下久徳，綾木
孝，山下博文，澤本伸克，漆谷真，池田昭夫，髙橋良輔

第57回日本神経学会学術大会
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低酸素脳症の頭皮上脳波における脳波所見と超低周波活動（infraslow activity）の検討．

自己免疫性てんかんにおける末梢血リンパ球の表面抗原解析．

脊髄サルコイドーシスの治療に関する臨床的検討．

再発性多発軟骨炎に伴う脳炎2症例の検討，
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第113回日本内科学会総会

31st International Epilepsy Congress（招待講演）（国際学会）

15th European Congress on Clinical Neurophysiology（招待講演）（国際学会）

Beijing Epilepsy and Neurophysiology Summit (BENS 2015)（招待講演）（国際学会）

Ikeda A.

Ikeda A.

Ikeda A.

佐藤啓，人見健文，葛谷聡，武地一，木下彩栄，池田昭夫，髙橋良輔
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Non-structural evidence of seizure focus: The role of functional imaging

Wide-band EEG in clinical epilepsy: slow shifts and HFO       How to record and analyze slow shifts in epilepsy

Ictal and interictal slow combined with HFO: Is it red slow?

認知症鑑別診断への脳波利用の試み，

 １．発表者名
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2nd International workshop on High Frequency Oscillations in Epilepsy（国際学会）

Special Seminar at Cognitive Neurophysiology and Brain;Machine Interface Laboratory（招待講演）（国際学会）
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Matsumoto R.
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Ikeda A.

Ikeda A.

Daifu M, Inouchi M, Kanazawa K, Matsuhashi M, Inoue T, Kobayashi K, Shimotake A, Hitomi T, Matsumoto R, Kunieda T, Miyamoto
S, Takahashi R, Ikeda A

Fondazione IRCCS Istituto Neurologico Carlo Besta（招待講演）（国際学会）

2nd International Workshop on High Frequency Oscillations in Epilepsy（招待講演）（国際学会）
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 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

The ventral language network - its function, connectivity and plasticity: insights from direct cortical stimulation and ECoG
recordings.

Ictal and interictal infraslow with HFO in human epilepsy: Is it red slow ?

Is there only one kind of HFO? Ictal DC and HFO, and beyond that ? Is it red slow ?

Intracranially recorded ictal DC shifts and HFOs as surrogate markers of epileptogenicity in human focal epilepsy
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31st International Epilepsy Congress（国際学会）

American Epilepsy Society（招待講演）

Yoshimura H, Matsumoto R, Ishii J, Kono T, Hoshi T, Todo K, Kawamoto M, Ariyoshi K, Ikeda A, Kohara N

Kunieda T.

長峯　隆

Katsuhiro Kobayashi

第45回日本臨床神経生理学会学術大会（国際学会）

2nd International Workshop on High Frequency Oscillations in Epilepsy-A scientific and teaching workshop（招待講演）（国際学
会）
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 ４．発表年

 ４．発表年
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 １．発表者名

 １．発表者名
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Status epilepticus in the elderly in the super-aging society: clinical and EEG features and prognostic factors

“Influence of cerebral collateral circulation on preoperative evaluation of speech and memory dominance estimated by
intracarotid propofol test.”

脳磁図による運動機能検索

Scalp HFOs in various childhood epilepsies
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第49回日本てんかん学会学術集会（招待講演）

第11回日本てんかん学会九州地方会（招待講演）

第42回日本脳科学学会てんかんシンポジウム宮﨑2015（招待講演）

第1回脳波セミナー・アドバンストコース（招待講演）

池田昭夫

池田昭夫

池田昭夫

池田昭夫
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 ４．発表年
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

てんかん原性の臨床生理学的biomarker？

成人てんかん治療：薬剤と生理学的手法の可能性

意識障害・脳波レポートの書き方

臨床神経生理学的所見とグリア機能のオーバービュー(シンポジウム3)
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オシロロジー第1回領域会議（招待講演）

第17回日本ヒト脳機能マッピング学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

井上岳司、井内盛遠、松橋眞生、松本理器、人見健文、大封昌子、小林勝哉、金澤恭子、下竹昭寛、國枝武治、高橋良輔、池田昭夫

 ２．発表標題

池田昭夫、Bayasgalan Borgil, 松橋眞生、文室知之、中野直樹、飯田幸治、片桐匡弥、松本理器、國枝武治、加藤天美、髙橋良輔

大封昌子、 井内盛遠、 松橋眞生、 池田昭夫

池田昭夫

第49回日本てんかん学会学術集会（招待講演）

オシロロジー第1回領域会議

 ２．発表標題
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 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

発作間欠期の徐波と高周波数律動（HFO）の共起：難治部分てんかん患者の皮質脳波の症例検討

VNSの効果作動機構の検討(シンポジウム4)

神経細胞とグリア細胞のてんかん発作発現における機序

A03:　ヒト脳発振現象の直接記録　ヒト脳からの実記録データとその解釈

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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第49回日本てんかん学会学術集会

第49回日本てんかん学会学術集会

Daifu M, Inouchi M, Inoue T, Kanazawa K, Matsuhashi M, Kobayashi  K, Shimotake A, Hitomi T, Matsumoto R, Kunieda T, Miyamoto
S,  Takahashi R, Ikeda A

Murai T, Hitomi T, Inoue T, Kobayashi K, Shimotake A, Matsuhashi M, Inouchi M, Matsumoto R, Takahashi R, Ikeda A.

松本理器、國枝武治、池田昭夫

Matsumoto R, Yamao Y, Kunieda T, Arakawa Y, Shimotake A, Kikuchi T, Shibata S, Inano R, Sawamoto BN, Ikeda A, Mikuni N,
Miyamoto S.

ワークショップ４．皮質・皮質間誘発電位（招待講演）

第38回日本神経科学大会
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Co-occurrence of slow shifts and high frequency oscillations(HFOs) in invasively recorded, interictal state: Is it called
'Red slow'?

Analysis of scalp-recorded, ictal direct current shift:its sensitivity and specificity

皮質・皮質間誘発電位（CCEP）記録・解析の実際．

Clinical implications of intraoperative CCEP monitoring in evaluating the white matter functional integrity of the dorsal
language network

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

第49回日本てんかん学会学術集会

第45回日本臨床神経生理学会学術大会

第49回日本てんかん学会学術集会

第38回日本神経科学学術大会

人見健文、小林勝哉，櫻井健世，Shamima Sultana，佐藤啓，井上岳司，下竹明寛，松本理器，髙橋良輔，池田昭夫

下竹昭寛、松本理器、太田真紀子、國枝武治、三國信啓、宮本亨、高橋良輔、池田昭夫

Shimotake A, Chen Y, Matsumoto R, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R, Matthew Lambon- Ralph MA, Ikeda A.

人見健文、小林勝哉，髙橋良輔，池田昭夫

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

睡眠が良性成人型家族性ミオクローヌスてんかん(BAFME)のてんかん性放電に与える影響

側頭葉底部前方領域での意味認知機能 マッピング：事象関連電位の皮質記録の検討

The when and where of semantics in the anterior temporal lobe:: temporal representational similarity analysis of
electrocorticogram data.

"良性成人型家族性ミオクローヌスてんかん（BAFME）の発症の予測因子の検討 "

 １．発表者名
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 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第11回日本てんかん学会近畿地方会

第49回日本てんかん学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

井上岳司、酒井達也、小林勝哉、下竹昭寛、井内盛遠、松本理器、高橋良輔、池田昭夫

 ２．発表標題

小林勝哉、 松本理器、 國枝武治、池田昭夫

小林勝哉、 松本理器、 宇佐美清英、國枝武治、 池田昭夫

井上岳司、酒井達也、小林勝哉、下竹昭寛、井内盛遠、松本理器、池田昭夫、高橋良輔

第45回日本臨床神経生理学会学術大会

第49回日本てんかん学会学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Levetiracetam により U カーブ状の paradoxical effect を認めた 3 例

慢性電極留置におけるてんかん原性評価

睡眠と前頭葉てんかん

Levetiracetam により paradoxical effect を認めた側頭葉てんかんの 1 例

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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第56回日本神経学会学術大会

第38回日本神経科学学会(Neuroscience 2015)

吉村 元、松本 理器、藤原 悟、上田 哲大、引網亮太、村瀬 翔、石井 淳子、河野 智之、星 拓、藤堂 謙一、川本 未知、有吉 孝一、池
田 昭夫、幸原 伸夫

Ota M, Matsumoto R, Shimotake A, Daifu M, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R, Lambon-Ralph MA, Ikeda A.

Takeyama H, Matsumoto R, Kobayashi K, Usami K, Shimotake A, Kikuchi T, Kunieda T, Miyamoto S, Takahashi R, Ikeda A.
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第49回日本てんかん学会学術集会

第45回日本臨床神経生理学会学術大会
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高齢者のてんかん重積状態における頭部MRI拡散強調画像：臨床・脳波所見との相関

Kanji word processing in the ventral anterior temporal lobe: a postoperative neuropsychological study in patients with
temporal lobe epilepsy

Functional connectivity of the human entorhinal cortex: a cortico-cortical evoked potential study

ヒト内側頭頂葉の機能的結合性：皮質―皮質間誘発電位を用いた検討

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名
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日本脳神経外科学会第74回学術総会

ヒト脳機能マッピング学会（招待講演）

日本脳神経外科学会第74回学術総会

第49回日本てんかん学会学術集会

國枝武治

國枝武治

國枝武治

中江卓郎、國枝武治、松本理器、荒川芳輝、西田誠、稲野理賀、高橋由紀、稲田拓、下竹昭寛、菊池隆幸、吉田和道、高木康志、池田昭
夫、宮本享

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

「皮質―皮質間誘発電位を用いた言語機能の術中モニタリングと覚醒下手術」

「皮質―皮質間誘発電位を用いた、言語機能の術中モニタリング」

「プロポフォールを用いた和田テストによる言語・記憶評価」

意味認知の機能可塑性：側頭葉腫瘍切除症例における神経心理学的検討

 １．発表者名
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2nd International Workshop on High Frequency Oscillations in Epilepsy-A scientific and teaching workshop（招待講演）（国際学
会）

69th Annual Meeting of the American Epilepsy Society

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Kobayashi K, Akiyama T, Oka M, Endoh F, Yoshinaga H

 ２．発表標題

篠崎淳、齊藤秀和、村原貴史、長濱宏史、櫻井佑樹、長峯隆、松本博志

佐々木 健史、長峯 隆、松山 清治

Katsuhiro Kobayashi

第50回日本アルコール・薬物医学会 / 第27回日本依存神経精神科学会（招待講演）

第93回日本生理学会大会

 ２．発表標題
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 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

A storm of fast (40-150 Hz) oscillations during hypsarrhythmia in West syndrome

飲酒後の中枢神経に及ぼす影響 fMRIを用いた解析

ラット脳損傷後の姿勢調節障害の特徴:大脳皮質感覚運動野と小脳虫部の比較

Scalp HFOs in various childhood epilepsies

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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第 45 回日本臨床神経生理学会学術大会　シンポジウム11 「てんかん性DC電位と高周波振動(HFO)のskills workshop」（招待講演）

第 45 回日本臨床神経生理学会学術大会　エキスパートレクチャー19（招待講演）

小林勝弘

小林勝弘

小林勝弘

小林勝弘

第8回日本てんかん学会東海・北陸地方会イブニングセミナー（招待講演）

第33回四国小児神経症例検討会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

頭皮脳波における高周波振動検出のスキル

小児脳波研究の最前線

脳波解析が明かすてんかんの病態―基礎から最前線まで―

脳波分析から探る小児てんかん性脳症の病態

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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Akio Ikeda

Matsumoto R, Kunieda T.

本多正幸, 松本理器

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

Subdural EEG in frontal lobe epilepsy. Invasive Studies of the Human Epileptic Brain:
Principles and Practice of Invasive Brain Recordings and Stimulation in Epilepsy.

Chapter 32 ?Cortico-cortical evoked potential mapping (Section 4: Human Brain Mapping). /In:
Lhatoo S, Kahane P, L?ders H, eds. Invasive Studies of the Human Epileptic Brain: Principles
and Practice of Invasive Brain Recordings and Stimulation in Epilepsy.

若年ミオクロニーてんかん　今日の疾患辞典（仮）

 ２．発表標題

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数
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第46回 中国・四国点頭てんかん研究会（招待講演）
 ３．学会等名

小林勝弘

 ４．発表年

小児難治てんかんー病態生理の新たな視点ー

 １．発表者名
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医学書院
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in press

in press

ウンフェルリヒト・ルントボルク病　今日の疾患辞典（仮）

筋けいれん．第１０章／１４　けいれん性疾患、機能性疾患／１けいれん．新内科学第10版（矢﨑義雄
編）

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

半側顔面けいれん．第１０章／１４　けいれん性疾患、機能性疾患／１けいれん．新内科学第10版（矢﨑
義雄編）

強直間代発作．第１０章／１４　けいれん性疾患、機能性疾患／２全般てんかん．新内科学第10版（矢﨑
義雄編）

 ３．書名

 ５．総ページ数
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医学書院

音成秀一郎,松本理器

梶川駿介,松本理器

株式会社南江堂

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年
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 １．著者名

 １．著者名
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松本理器

松本理器
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 ５．総ページ数

 ５．総ページ数
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 ４．発行年

in press

第7章<神経・筋>　心窩部不快感と物忘れを訴える高齢者/診療力を上げる！症例問題集. 臨床雑誌「内
科」

けいれん.　今日の問診票.
 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

単純部分発作　１．側頭葉てんかん、前頭葉てんかん．第１０章／１４　けいれん性疾患、機能性疾患／
３局在関連性てんかん．新内科学第10版（矢﨑義雄編）

複雑部分発作　１．側頭葉てんかん、前頭葉てんかん．第１０章／１４　けいれん性疾患、機能性疾患／
３局在関連性てんかん．新内科学第10版（矢﨑義雄編）
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宇佐美清英，菊池隆幸，松本理器

濱口敏和，松本理器

村岡範裕, 松本理器

武山博文,松本理器
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 ２．出版社

 ２．出版社

 ４．発行年
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薬剤抵抗性でありながら外科治療適応が考慮されない/月刊薬事 61(1):

薬剤血中濃度（レベチラセタム、ラモトリギン、トピラマート、ガバペン）.　今日の問診票.

薬剤血中濃度（ゾニサミド）.　今日の問診票.

認知症との併存と鑑別のポイント． /Geriatric medicine (老年医学)

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名
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 ２．出版社



2018年

2018年

2018年

2018年

4(p949-952)

11(p306-316)

6(p43-48)

15(p339-353)

中外医学社

メディカルレビュー社

医学書院

医学書院

吉村元,松本理器

梶川駿介、池田昭夫
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第15章　神経・筋疾患　てんかんの内科治療．今日の治療指針 2018年版-私はこう治療している．

III　各種疾患　11．機能性疾患　１　てんかんの新規治療薬．Annual Review 神経 2018

第51回てんかん学会学術集会：特別講演1 「Samuel Wiebe先生特別講演：てんかんにおける個別化医療」
聴講記/Epilepsy

第4章, Wide-band EEGを用いた焦点診断?グリアとニューロン両者からのアプローチ./機能的脳神経外科最
新の動向/脳神経外科

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ３．書名
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松本理器
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株式会社　ライフ・サイエンス

フジメディカル出版

一般社団法人　日本神経生理学会

医学書院

音成 秀一郎, 池田 昭夫

 ２．出版社

十河 正弥, 池田　昭夫
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音成 秀一郎
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てんかんの病態と病型/てんかん up to date/臨床検査

特集：日常診療で増えてきた高齢者のてんかん：総説 1. 高齢者てんかん，てんかん発作の現状
/Geriatric Medicine (老年医学）

 １．著者名

抗てんかん薬/向精神薬と高齢者 注意点と副作用をふまえた安全な処方のために/認知症の最新医療

てんかん発作と片頭痛の共通点と相違点・臨床神経生理学の新しい視点から./臨床神経生理学

 １．著者名
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特集、てんかん診療update/Pharma Medica.

特集:日常診療で増えてきた高齢者のてんかん/Geriatric Medicine (老年医学）

てんかん/日常診療に活かす診療ガイドラインUP-TO-DATE

てんかんを巡る最近の話題：小児から高齢者まで/Bio Clinica

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ３．書名
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先端医学社

日本医事新報社
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北隆館

金星匡人, 大野行弘, 池田昭夫

吉村元, 池田昭夫
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総論：てんかんはすべての年齢層に起こる国民病/てんかんを巡る最近の話題：小児から高齢者まで/Bio
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